
データベース管理

感性に基づく
画像・音・動画の相互検索

 技術 
　パーソナルコンピュータの進歩と普及により画像・動画・音といったマルチメディアデータが
身近のものになっています。メディアデータを内容に基づいて検索したいという要求は古くから
あり従来はキーワード検索などが行われてきました。マルチメディアは人間に対してある種の印
象を与え、その印象にもとづいてマルチメディアデータを検索します。
・多種のメディアデータに対して相互に対応をつけています。
・自動的に抽出できる特徴量をもとにして様々なメディアデータの印象を表す値を求め各メディア

データに付与しています。

 実用の可能性 
・ホームビデオカメラで撮影した映像への BGM の自動選曲
・自動車の車窓の風景や自動車の速度にあった楽曲の自動選曲
・待ち合わせ場所や飲食店での人数や喧騒に合わせた音楽選曲
・お気に入りの音楽への BGV（Background Video）の自動選択

 技術の裏付 
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図の解説
　アンケート調査を実施して出来るだけ多くの感性因子を数値化します。
　その方法として SD 法（Semantic Differential）は意味微分法とも呼ばれる方法で、相対する
言葉の意味を用意してその間を感性工学の 5 段階に分けて評価してもらい数値化します。それを
ベースに因子分析をおこない感性の主因子を求めます。
　求められた感性の主因子が（b）である場合の画像・動画・音楽各クリップについて評価して感
性空間を算出します。感性空間の値での対応付けをしておけば新たな画像に対しては、それを色・
ヒストグラムなどで分析し、対応する音楽が関連つけられる事になります。これは音楽クリップ・
動画クリップについても同様です。

 特許関係・参考資料 
参考資料：
　論文）相互作用を考慮した音クリップの特徴量からの感性因子得点の推定
　論文）情報処理学会論文誌：印象にもとづくマルチメディアデータの相互アクセス法
　論文）感性メディア検索における擬逆行列を用いた一個人適応法

研究者 研究テーマ

京都工芸繊維大学
大学院工芸科学研究科
情報工学部門

　教　授　寶珍　輝尚

・マルチメディアデータベースシステム
・感性マルチメデイアデータ検索
・拡張可能データベース管理システム
・グラフにもとづくデータモデル

　感性と画像・音楽・動画それぞれとのひもづけを多く
のデータから追求しています。
　画像に見合う音楽、音楽に見合う画像・動画、動画に
見合う音楽などをデータベースから検索する方法を研究
しています。
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